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来
月
に
開
催
さ
れ
る
第
73
回
通
常
総
代
会
【
６
月
21
日
（
土
）】（
＝
以
下
、

総
代
会
）
を
前
に
、
５
月
の
取
り
組
み
と
し
て
各
地
域
支
部
で
は
総
代
会
で
提

案
さ
れ
る
議
案
の
事
前
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
左
＝
。
参
加
し
た

総
代
や
組
合
員
か
ら
は
、
意
見
や
要
望
な
ど
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
支
部
で
は
総
会
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

－はるな生協の現況－
（2025年５月30日現在）

組合員数� 19,619人
出資総額� 394,426,500円
一人平均出資額� 20,104円

電話 027（323）2762 ６ 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

３
月
２
日
の

昼
、
私
が
家
で

テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
ら
急
に
も

の
す
ご
い
爆
音

が
空
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

の
で
び
っ
く
り
し
た
。
そ
れ

が
し
ば
ら
く
続
く
し
あ
ま

り
に
う
る
さ
い
の
で
外
へ

出
て
空
を
見
上
げ
る
と
青

空
に
雲
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
が
、
爆
音
は
す
れ

ど
も
そ
の
音
源
の
姿
は
見

え
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く

空
を
見
上
げ
た
が
音
の
正

体
は
見
つ
か
ら
ず
と
て
も

不
気
味
で
不
快
だ
っ
た
。
爆

音
の
正
体
を
見
つ
け
よ
う

と
さ
ら
に
空
を
見
続
け
て

い
る
と
遥
か
上
空
に
小
さ

く
時
々
光
る
物
体
を
２
つ

見
つ
け
た
。
そ
れ
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や
オ
ス
プ
レ
イ
で

は
な
く
戦
闘
機
の
姿
を
し

て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
そ

の
２
機
が
家
の
遥
か
上
空

を
大
音
量
の
爆
音
を
響
か

せ
な
が
ら
旋
回
し
て
い
た
。

爆
音
は
約
１
時
間
続
い
た
。

も
し
、
そ
れ
が
米
軍
戦
闘

機
の
飛
行
訓
練
だ
と
し
た

ら
迷
惑
な
話
だ
◆
迷
惑
と

言
え
ば
、
格
差
が
広
が
る

日
本
社
会
を
な
ん
と
か
し

て
ほ
し
い
。
と
こ
ろ
が
当

時
の
安
倍
首
相
が
第
一
次

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
密
約
し

た
と
言
わ
れ
る
日
本
の
防

衛
費
２
倍
を
岸
田
政
権
が

本
当
に
閣
議
決
定
し
て
し

ま
っ
た
。
国
会
で
ま
と
も

な
議
論
を
し
て
ほ
し
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
こ
れ
か
ら
大

増
税
が
始
ま
る
。
さ
ら
に

第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

日
本
に
防
衛
費
３
倍
以
上

を
求
め
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
よ
う
だ
。
し
か
も
防

衛
費
の
大
半
が
米
国
製
高

額
兵
器
購
入
費
用
だ
と
い

う
の
だ
か
ら
話
に
な
ら
な

い
。�

（
Ｎ
ｏ
ｂ
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部 ◆�

【
特
集
】
２
０
２
５
年
度
は
る
な
生
協
事
業

方
針
（
案
）
な
ど
（
２
面
・
５
面
）

◆�

診
療
案
内
【
病
院
・
通
町
診
療
所
・
歯
科
診

療
所
】（
３
面
）

◆�

連
載
・
リ
ハ
ビ
リ
／
ふ
る
さ
と
の
散
歩
道
の

お
知
ら
せ
／
国
民
平
和
大
行
進
の
お
知
ら
せ

な
ど
（
４
面
）

◆�

お
便
り
・
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
／
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
／
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
な
ど
（
６
面
）

※�

「
私
の
趣
味
聞
い
て
み
ま
し
た
！
」
は
、
今

回
も
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今 月 の 紙 面
（６月号）

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
い
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
で
支
え
合
う
活
動
を

今
年
は
ふ
れ
あ
い
会

今
年
は
ふ
れ
あ
い
会

館
で
の
合
同
議
案
説

館
で
の
合
同
議
案
説

明
会
を
初
開
催

明
会
を
初
開
催

健
康
と
笑
顔
の

健
康
と
笑
顔
の

ま
ち
づ
く
り
へ

ま
ち
づ
く
り
へ

支
部
総
会
ひ
ら
く

支
部
総
会
ひ
ら
く

�

藤
岡
支
部

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

楽
し
く
交
流

楽
し
く
交
流

�

塚
沢
支
部

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
、
各
支
部
で
支
部
総
会
や

議
案
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
議
案
説
明
会
と
は
６

月
21
日
の
通
常
総
代
会
に
向

け
て
、
事
前
に
議
案
に
対
し

て
質
問
や
意
見
を
出
し
て
い

　

は
る
な
生
協
藤
岡
支
部
は

５
月
17
日
、
地
域
セ
ン
タ
ー

藤
岡
で
支
部
総
会
を
開
き
、

22
人
の
組
合
員
が
参
加
し
ま

し
た
＝
写
真
＝
。

　

第
１
部
は
、
木
闇
博
明
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、
今
後
一

年
間
の
方
針
と
新
役
員
を
決

め
ま
し
た
。
活
動
の
柱
は
、

日
常
活
動
を
通
じ
て
健
康
づ

く
り
、
組
合
員
ふ
や
し
、
増

資
に
取
り
組
む
。
お
花
見
や

ハ
イ
キ
ン
グ
の
計
画
、
筋
ト

レ
班
、
お
隣
さ
ん
班
会
、
花

の
会
班
会
を
地
域
に
広
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
組
合
員
さ

　

急
に
気
温
が
30
度
を
超
え

た
５
月
21
日
、
塚
沢
支
部
で

は
東
貝
沢
町
一
丁
目
住
民
セ

ン
タ
ー
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
た
＝
写
真
＝
。
緑

議
案
説
明
会
・
支
部
総
会
な
ど

議
案
説
明
会
・
支
部
総
会
な
ど

た
だ
く
場
と
し
て
、
支
部
ご

と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
組
合
員
ふ
れ
あ
い
会

館
を
会
場
に
合
同
議
案
説
明

会
を
２
回
企
画
し
ま
し
た
。

４
月
30
日
午
後
の
回
に
は
４

支
部
７
人
が
参
加
し
て
、
酒

井
潤
専
務
理
事
の
説
明
を
聞

き
質
問
や
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
５
月
15
日
午
前
の
参

ん
の
ギ
タ
ー
伴
奏
で
合
唱
と

篠
笛
合
奏
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
に

列
を
な
し
、
検
査
結
果
に
一

喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

り
、
片
足
立
ち
は
安
定
し
て

い
る
方
と
よ
ろ
め
き
な
が
ら

も
耐
え
る
方
と
い
ろ
い
ろ
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
力

を
出
し
て
い
ま
し
た
。

加
者
は
３
支
部
８
人

で
、
井
上
伸
恵
組
合

員
活
動
部
長
か
ら
同

様
に
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
各
事
業
所
へ
の
要

望
や
班
会
や
色
々
な

企
画
・
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
し
て
い

る
の
に
知
ら
れ
て
い

な
い
の
は
も
っ
た
い

な
い
」「
も
っ
と
職

員
と
一
緒
の
取
り
組

み
や
交
流
は
で
き
な

い
も
の
か
」「
若
い

世
代
を
は
じ
め
新
し

く
は
る
な
生
協
に
興

味
を
持
っ
て
参
加
し

て
も
ら
え
る
企
画
を

望
む
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
今
後
の
生
活
で
気
を
付

け
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
り
、
充
実
し
た
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

十
字
の
配
達
者
さ
ん
を
中
心

に
29
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

は
る
な
生
協
か
ら
は
健
康
づ

く
り
委
員
と
組
合
員
活
動
部

職
員
が
参
加
し
て
、
血
管
年

齢
、
握
力
、
骨
密
度
、
片
足

立
ち
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　

血
圧
計
を
忘
れ
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
近
所
の
方
が
取
り
に

行
っ
て
く
だ
さ
り
、
混
乱
も

な
く
実
施
で
き
ま
し
た
。
血

管
年
齢
や
骨
密
度
で
は
実
年

齢
と
の
差
に
一
喜
一
憂
し
た

り
、
握
力
で
は
80
歳
以
上
は

年
齢
別
の
目
安
値
が
な
い
た

め
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
っ
た
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高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

2025年５月〜

（高崎中央病院）
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
２

カ
月
が
す
ぎ
ま
し
た
。
新
し

い
環
境
、
新
し
い
場
所
で
生

活
を
迎
え
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も

そ
の
一
人
で
す
。
今
年
の
４

月
か
ら
高
齢
者
住
宅
「
虹
の

家
」（
＝
以
下
、
虹
の
家
）

に
着
任
し
、
日
々
刺
激
の
あ

る
生
活
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
作
業
療
法
士
と
し
て
の

経
験
を
、
こ
こ
で
も
活
か
せ

る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
虹
の
家
で
は
、
入

居
者
の
皆
さ
ま
が
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
日
々
の
活
動
に
リ
ハ
ビ

リ
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
特
別
な
器
具
や
時
間

を
必
要
と
せ
ず
、
日
常
の
中

で
自
然
に
行
え
る
リ
ハ
ビ
リ

と
し
て
、
塗
り
絵
や
各
種
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

塗
り
絵
は
一
見
、
単
純
な

娯
楽
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
多
面
的
な
リ

ハ
ビ
リ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

色
を
選
び
、
線
を
な
ぞ
り
、

細
部
を
塗
り
進
め
る
過
程

で
、
指
先
の
細
か
な
動
き
が

促
さ
れ
、
手
指
の
巧
緻
性
が

向
上
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
脳

の
運
動
野
を
刺
激
し
、
脳
全

体
の
血
流
を
活
発
に
す
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、構
図
を
把
握
し
、

色
の
配
置
を
考
え
る
こ
と

で
、
前
頭
葉
や
後
頭
葉
、
側

頭
葉
な
ど
脳
の
さ
ま
ざ
ま
な

部
位
が
活
性
化
さ
れ
、
認
知

機
能
の
維
持
や
向
上
に
寄
与

し
ま
す
。

　

次
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
で
す
。
虹
の
家
で

は
、
体
操
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム

な
ど
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
、

認
知
機
能
の
刺
激
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ハ
ビ
リ

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
例

え
ば
、
体
操
で
は
筋
力
や
柔

軟
性
の
向
上
が
期
待
で
き
、

転
倒
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
音
楽
活
動
で
は
、
歌
詞

を
思
い
出
し
な
が
ら
歌
う
こ

と
で
記
憶
力
が
刺
激
さ
れ
、

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
は
、
楽
し

み
な
が
ら
思
考
力
や
判
断
力

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
だ
け
で
な
く
、

介
護
職
や
看
護
職
、
生
活
支

援
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
す
べ
て

の
職
員
が
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
が
入
居
者
の
状
態
や
興

味
を
把
握
し
、
適
切
な
活
動

を
提
案
・
支
援
す
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が

実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虹
の
家
で
は
、
日
常
生
活

の
中
に
リ
ハ
ビ
リ
的
な
観
点

を
自
然
に
取
り
入
れ
、
入
居

者
の
皆
さ
ま
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

今
後
も
多
職
種
連
携
に
よ
る

支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

新
し
い
環
境
か
ら
と
な
り

ま
す
が
、
改
め
ま
し
て
今
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

高
齢
者
住
宅 

虹
の
家

副
施
設
長
（
作
業
療
法
士
）

 

連　載

（
そ
の
11
）

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

　新学期応援グッズ組合員の皆様、手づくりの手さ
げ、上履き袋、巾着、ランチョンマット、ぞうきん
など作っていただきありがとうございました！今回
は可愛らしいお洋服もありました。
　大変好評で、あっとい
う間になく
な り ま し
た。ありが
とうござい
ました！

第44回ふるさとの散歩道
『山へ涼みに行こう！伊香保森林公園』

　暑くなる時期です。涼しいところへ行きたいですね。木々の中を歩
いてリフレッシュしましょう。ハイキングコースでトイレもあります
ので、チャレンジしやすいと思います。詳細は事務局が下見に行って
きてからのお楽しみです。残念ながら伊香保観光はできません。

申込期限:７月18日（金）
お申込み・お問い合わせ先：組合員活動部（井上）電話027(323)2762

※昼食は各自でご用意ください。日差しや暑さ対策・水分等、ご準備ください。
※ ハイキングコースですが草木の生い茂る時期です。長袖長ズボン、必要な方は

軍手もあるとよいでしょう。
※ 「伊香保森林公園管理棟」の写真を撮ってこられた方には、参加賞を差し上げ

ます。組合員活動部までお越しください。
※コース地図は組合員ふれあい会館１階に用意してあります。
※ 第１回～第43回までの散歩道の地図も組合員ふれあい会館１階に用意してあり

ます。

コ ー ス：�高崎駅西口→バスで伊香保町内へ→ロープウェイ→森林
公園内コース→途中昼食休憩→バス（またはバス＋電車）
で高崎駅

日　　時：７月23日（水）午前８時45分集合
集合場所：高崎駅西口２番バス乗り場
参 加 費：�無料（バス、ロープウェイ料金等は自己負担、昼食を持

参してください。）
行　　き：�高崎駅西口番乗り場８：55発、到着10時すぎ（バス代

1330円）
帰　　り：伊香保町内バス停発14時ごろを予定しています。
※少雨決行、荒天中止。定員15人（申し込み順）、申し込みが５人
以下の場合は中止します。

平和行進　高崎メインコース（高崎→前橋）
日程：７月11日（金）集合時間８：50　雨天決行です！
出発集会９：00～９：30〈高崎市役所前〉
高崎市役所前出発９：30すぎ→街頭でのスタンディング→井野公民館
（高崎市井野町）まで行進します【お昼すぎ12：10頃、到着予定】。
－昼食休憩－13：00－14：00に井野公民館で交流会（DVD視聴など）
を行います。
14：00すぎからは街頭でのスタンディング→車によるパレード→街頭
でのスタンディング→16：00頃、前橋市役所到着予定→16：00すぎ、
前橋に引継ぎます。
〈※途中、高崎市役所前・北高崎駅周辺・井野公民館そば・県庁前など
で街頭でのスタンディング行動を行います。〉

高崎・網の目各コース　雨天決行です！
倉渕コース
６月29日（日）出発集会８：00～〈倉渕支所〉→行進（落合橋まで）
榛名コース
６月29日（日）出発集会11：00～〈榛名支所〉→スタンディング
箕郷コース
６月29日（日）出発集会９：00～〈箕郷支所〉→行進（群馬支所まで）
群馬コース
６月29日（日）出発集会９：00～〈群馬支所〉→行進（北三公園まで）
　尚、天候などによりタイムスケジュールが若干変更する場合がござい
ますが、ご了承ください。参加申込みなどは不要です。
※各自で感染などには十分に注意して、服装は天候により調整しながら行
進してください。

2025年 国民平和大行進に参加しよう!!
社会保障委員会

被爆80年にふさわしい核兵器のない平和で
公正な世界を訴えましょう！

お問い合わせ先：
組合員活動部・野村まで
TEL：027-323-2762

原水爆禁止2025年世界大会開催について原水爆禁止2025年世界大会開催について
　広島・長崎への原爆投下から80年を迎えます。被爆者の願い核兵
器禁止･廃絶を一刻も早く実現するためにも、日本政府へ核兵器禁
止条約参加を迫る国民の声をさらに大きくする必要があります。当
生協からも昨年同様に代表を派遣する予定です。
　今年は被爆80年のため、広島と長崎ともにメイン会場となります。

広島会場：８月４日（月）～８月６日（水）
長崎会場：８月７日（木）～８月９日（土）

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで　TEL：027-323-2762



2025年度はるな生協事業方針
（１）医療活動
（高崎中央病院）
　外来と入院で地域に求められる役割を果たします。高度急性期病院
からの転院を速やかに受け入れ、病院間の信頼を強めていきます。在
宅医療のさらなる拡大を図ります。地域に求められる病院の役割を職
員が明確に意識できるように努めます。
（通町診療所）
　頼れる家庭医がいる診療所として広報を進め、若年層から高齢者ま
で幅広い患者層の受け入れを行います。小児の診療や予防接種、乳幼
児健診の要望にも積極的に応えます。
（歯科診療所）
　人材育成を進め診療体制の安定を図ります。「お口の健康増進」のた
めの歯科医療を提供します。保健予防活動を重視し情報発信していき
ます。

（２）介護・福祉活動
（在宅福祉総合センターほほえみ）
　選ばれるケアマネ、「もっと利用したいデイサービス」を目指します。
のびのびは保護者や病児に満足していただけるよう努めます。
（介護センターほほえみの杜）
　高齢者住宅では満室の維持に努めます。外出・面会の機会確保に努
めます。
（高齢者住宅虹の家）
　高齢者住宅では満室の維持、外出・面会の機会確保に努めます。デ
イサービスは質の向上を目指します。ヘルパーステーションは利用者
確保に努めます。
（看護小規模多機能つむぎ）
　近隣施設・地域との連携を強化し登録者確保に努めます。訪問看護
では在宅生活の支援強化・新規利用者確保に努めます。
（高崎中央病院）
　訪問リハビリのさらなる拡充に努めます。
（通町診療所）
　デイケアの利用者確保に努めます。
（その他）
　有償ボランティア「あんじゃねぇ」では、協力者増やしに取り組み
ます。住み慣れた家で自分らしく暮らしていけるサポートを行ってい
きます。

（３）事業所利用委員会
　虹の箱の投書や患者利用者満足度アンケートなど、組合員から寄せ
られる声を真摯に受け止め、職員・組合員と共に検討、改善を進めて
いきます。施設巡視や委員の力量アップのための学習にも取り組みま
す。
（高崎中央病院）
　「いのちの章典」の学習を継続します。他生協の施設見学を検討しま
す。

　はるな元気塾の開催やその
他イベントの参加など、職員
との交流の機会を持ちます。
（通町診療所）
　地域に根差した活動とし
て、おしゃべりカフェの開催
を継続し、地域の方との交流
を深めていきます。
（歯科診療所）
　地域での班会やまちかど健康チェックに積極的に参加していきます。
（介護事業所）
　運営懇談会に委員が参加し、地域とのつながりを作ります。
　各事業所の特徴を機関紙やニュース等で情報発信していきます。

（４）健康づくり
　① 地域からのまちかど健
康チェックの依頼にこ
たえます。また内容も充
実させます。

　② 「はるな健康体操」の動
画を新たに作製します。
健康づくりに関連する
企画を開催します。日本
医療福祉生活協同組合
連合会から発信される学習資料の活用を進めます。

　③「ぐんままるごと健康チャレンジ2025」に参加します。
　④ 引き続き自治体に緑十字を毎月届け、自治体との関係づくりに努
めます。

　⑤ 委員会内での学習会を行います。まちかど健康チェックの協力者
の養成を目指します。

（５）組合員活動
〈つながりづくりの活動〉
　① 歩いて行ける「話ができる場所、楽しい場所」としての班会を参
加者・班の数共に増やします。

　②支部の枠を越えて誰でも参加し、つながれる班会を行います。
　③ ものづくりや音楽などの得意を活か
したボランティア活動で支え合いの
輪を広めます。施設への慰問活動を
積極的に行います。感染症対策に留
意しながらデイサービス等での施設
ボランティア活動を再開します。

　④ 16年目を迎える生活困窮者支援炊
き出しに引き続き取り組みます。

〈生協の取り組みを知らせる活動〉
　① 緑十字を組合員・職員の協力で手配
りするとともに、ホームページへの
掲載を続けます。配達者を増やし、

より多くの組合員の読者
を増やします。

　② 班や支部の活動を知らせ
る支部ニュースをより多
くの支部で発行します。

　③ 緑十字は毎月発行し、組
合員参加の編集委員会
で、地域目線で事業所の
活動や地域の活動を紹介
する紙面を作ります。

　〈だれでも利用できる多世代の居場所づくり〉
　① 組合員ふれあい会館の活用を進めます。地域の居場所としての役
割を目指します。

　② 「えんがお」など、まちなかベンチや庭先での交流ができる場所
を確保します。

〈地域組合員と職員組合員のつながりを強める活動〉
　① 組合員職員交流集会を開催し、組合員と職員の交流を図ります。
　②健康まつりに積極的に参加します。
　③ 地域組合員と職員組合員が、生協について共に学習します。職員
の班会参加を呼びかけます。

2025年度全国四課題目標
年間目標

仲間増やし 1,000人
出資金増やし 3,000万円
班づくり・
班会開催

20班
500回

担い手の育成 100人

（６）教育文化活動
　医療福祉生協活動の意義を
発信していきます。組合員の
交流の場を企画します。
　① 映画上映会では作品を通
し、歴史散歩では見学や
体験を通して組合員がと
もに学び考えていく場を
追求していきます。

　② ふるさとの散歩道の紹介
と一緒に歩く企画を継続します。地域の再発見や支部での取り組
みにつなげていきます。

　③ 事業所利用委員会等と協力して、組合員の知りたいニーズに沿っ
た講演会等を企画します。組合員に通信教育のおすすめコースを
紹介します。

（７）社会保障・平和を守る活動
〈社会保障を守る活動〉
　① 従来の健康保険証の新規発行の再開を求める運動や75歳以上の医
療費窓口3割負担の拡大に反対する運動、高額療養費制度見直しの

白紙撤回を求める運動に取り組みま
す。自治体との懇談を開催し医療・
介護の現場の声を行政に伝え改善を
求めます。

　② 大学生への食糧支援プロジェクトに
参加・協力します。また、自然災害
など被災者を支える活動（募金など）
を引き続き行います。

　③ 第38回日本高齢者大会（大宮）に
積極的に参加します。県内での学校
給食費の無償化を求める取り組みを
地域の諸団体と連帯してすすめま
す。

〈平和を守る活動〉
　① 憲法を守る取り組みや学習会への参加、署名運動などを積極的に
行います。

　② 被爆80年にふさわしく、国民平和大行進や原水爆禁止世界大会、
高崎平和コンサートにより多くの組合員や職員が参加します。

　③ 原発事故を風化させないために、福島被災地見学に取り組みます。
また、原発反対の集会や学習会にも積極的に参加します。

誰もが健康で居心地よくくらせる誰もが健康で居心地よくくらせる
まちづくりへの挑戦まちづくりへの挑戦

◇ すべての活動を“事業”ととらえて、多様な“参加と協同”で「組合員参加の危機」
と「経営・事業継続の危機」を乗り越えよう！

◇ 2025国際協同組合年にふさわしい協同と連携をすすめ、誰一人取り残されない、
平和で公正で持続可能な社会づくりに貢献しよう！

お詫びと訂正

【掲載号】　５月号（第710号）
【掲載箇所】　１面（左下）
【内容】
　第73期総代会総代立候補届提出状況の六郷支部（選挙区）の氏
名記載。
(誤)　朝岡　和夫　　→　　(正)　朝岡　正子
　訂正し深くお詫び申し上げます。

第４回　『スマホ・ゲームと子ども』
日時：７月９日（水）10：30～ 11：30
講師：鈴木　隆（高崎中央病院　小児科医師）
場所：まちのリビングkidssaco（きっさこ）

 〈中居町中央商店街〉

人数：10組　申し込み順（親子参加歓迎）

※参加費用は、かかりません。

　講演20～30分　質問・懇談30分程度を予定しています

　お申し込み先：高崎中央病院
　　　　　　　　小児科　027-323-2607

2025年度
ワイワイ子育て講座のお知らせ

はるな元気塾

はるな健康体操

組合員ふれあい会館

めがね橋

ビレッジシンガー 5の演奏

映画上映会

→

→
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「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

2025年６月10日 ⑹2025年６月号（第711号） 緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）
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今年もフクシマの実態を学ぶ＝福島被災地見学＝

　五月晴れとなった５月29日、社会保障委員会では昨年同様に福島
被災地見学を行い、組合員と職員の計32人が参加しました。現地案
内人は、今回もいわき市から前橋市に避難していた丹治杉江さん（伝
言館事務局長・いわき市在住）にお願いして福島第一原発のある被災
地周辺を見学しました。参加者の多くが、初めてもしくは２回目のた
め、放射線量の高い地域でのバスの中で
鳴り響く線量の音にビックリ、また実際
に現地を見て言葉を失った方もいました。
　参加者からは、「テレビやマスコミでの
報道などとは現実は違うので参加できて
よかった」との感想が多かったです。

社会保障委員会
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�

〈
新
町　

〉

　

家
の
片
づ
け
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
進
み
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
て

い
ね
い
な
暮
ら
し
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

�

〈
中
居
町　

〉

　

暑
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
様
に

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
!!

お
便
り

私
は
子
供
ビ
ー
ル
お
い
し
い

で
す
。

�

〈
井
野
町　

〉

　

昨
年
７
月
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
今
年
４
月
に
は
コ
ロ

ナ
に
、
夫
婦
で
か
か
り
え
ら

い
目
に
あ
い
ま
し
た
。
で
も

近
所
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
て

や
っ
と
の
り
き
り
ま
し
た
。

早
朝
散
歩
も
再
開
で
き
班
会

に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

〈
下
小
塙
町　

〉

　

九
州
地
方
が
２
週
間
も
早

い
梅
雨
入
り
し
た
と
か
、
あ

る
程
度
雨
も
無
い
と
農
家
が

困
り
ま
す
。

　

備
蓄
米
を
放
出
し
て
も
何

故
か
廉
価
に
な
ら
な
い
、
日

本
人
に
と
っ
て
米
は
主
食
と

い
え
る
の
で
困
り
ま
す
ね
。

我
家
も
３
食
の
う
ち
１
食
は

米
食
で
す
。

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

かぼちゃの焼きコロッケ
●材　料（２人分）
・かぼちゃ…………………… １/6個
・玉ねぎ……………………… １/4個
・合いびき肉…………………… 50ｇ
・サラダ油…………………… 小さじ1
・塩…………………………小さじ1/4
・パン粉………………………大さじ３
・サラダ油…………………大さじ1/2
・溶き卵……………………………少量
・パセリ（みじん切り）�…………少量

●作り方
①�かぼちゃは種を取り除き一口大に
切って鍋に入れる。ひたひた程度の
水を加え火にかける。軟らかくなっ
たら中火にし、鍋をゆすりながら水
気を飛ばし潰す。
②�玉ねぎはみじん切りにして合いびき
肉とともに油でいため、塩…こしょ
うで味付けする。

　かぼちゃにはβ‐カロテン、ビタミンC、Eが豊富に含まれて
います。またカリウムも多く含み、体内の余分な塩分を排出し、
むくみ改善をサポートします。皮の部分により栄養が蓄えられて
いるため、皮の部分も使って調理することをおススメします。
� （高崎中央病院栄養科　管理栄養士　湯本　祐子）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

③�別のフライパンでパン粉をきつね色
に炒める。（炒めパン粉）

④�①に②を加えて混ぜ合わせ、グラタ
ン皿に入れて表面を平らにする。

⑤�上面に溶き卵の塗り、炒めたパン粉
を広げてのせオーブントースターで
５～６分焼く。最後にパセリをのせ
る。

〈１人分の栄養価〉
　250kcal　　塩分0.7ｇ


